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6 月 5 日 衆議院総務委員会 

 

 

 丹南や若狭地域の伝統工芸品を海外に輸出するプ

ロジェクトが進んでいます。先行して成功している

のが越前打刃物です。ヨーロッパの著名レストラン

で包丁を採用する店が増え、中には海外での売り上

げが 6〜7割を占める会社も出てきました。 

背景にあるのが「JAPANブランド」という育成支

援事業です。国が渡航費や出展費を支援し、海外の

商談会への参加を促す事業で、私も 1期目から制度

設計に取り組んできました。 

いま越前和紙や越前漆器など他の産地もこうし

た海外進出に動いています。越前和紙が外資系ホテ

ルの壁紙材や装飾品として採用される例も増えて

きました。若狭塗箸や越前焼・越前箪笥の販路拡大

も含め、動きを支援していきます。 

 また鯖江のメガネも産地ブランドの強化が重要

です。アパレルブランドなど他企業の OEM・受託生

産は利益率が下がります。“鯖江”だから価値があ

る、産地ブランド力を強化すれば、「作る産地」か

ら「売る産地」へと転換することができます。 

海外を含めた販路拡大と、産地ブランド力の強

化。さらなる若手の参入を促すためにも支援を強化

していきます。 
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8月越前市刃物の里オープン 若手の新規参入が増えています！ 

手すきの高度な技術が注目されています 

厚さ 1mm以下 越前焼の新たな盃 

越前漆器も海外展開を模索 

ステンレスマグに蒔絵を施した新商品 
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4 月 18 日 経済産業委員会にて質疑 

ＪＡ全中 中家会長と 

酒造組合 岡本副会長と 

更
ふけ

田
た

豊志原子力規制委員長 

 

いま多くの農家から鳥獣害対策の強化を求める声が寄せられています。背景に

あるのが、シカやイノシシの急速な増加です。特にニホンジカは 10年で倍のペー

スで増えてきました。 

天敵のニホンオオカミが絶滅したこと、ハンターの数が減り高齢化も進んでい

ることなど複数の要因がありますが、自動車との衝突も頻発しており、安全を守

る上でも個体数の管理が必要な状況です。 

福井県でも電気柵で田畑を守るといった対策のほか、若狭町で食肉処理・焼

却施設が稼働し嶺南地域では個体数管理が進展しています。ただ狩猟の手を逃

れようとシカ・イノシシが山を越えて丹南地域に流入し、被害が増えているのが

現状です。地域により生息数に差が出ないよう、丹南でも狩猟による管理や必要

な施設整備を進め、人と動物が共生できる地域づくりを行なっていきます。 

 

 

 

 

  

急増するニホンジカ 

 

 減少するハンター 
若狭町ジビエ工房と処理施設 

 

（環境省推定生息数） 


